
製造技術分野 

１．分野の状況および重点領域 

分
野
の
状
況 

○ ２１世紀も製造技術は我が国の生命線であり経済力の源泉。 

製造業は名目GDP、全就業者の約 25％の地位。全輸出入額の 70％、

GDP 全中間投入額の約50％を占め、貿易立国日本の基幹産業。 

○ 企業活動としての海外立地が進展し製造･研究開発の空洞化が懸念。 

○ 優位だった技術競争力、及び基礎研究の産業寄与が低下傾向。 

○ 科学技術だけでなく、製造技術を取り巻く周辺環境に留意が必要。 

重
点
化
の

考
え
方 

○ 当該分野に対する国家的・社会的要請に呼応して重点化 

・ 産業競争力の強化と経済社会の持続的発展 

・ 地球環境との調和、エネルギー利用高度化への対応 

・ 高齢社会での質の高い生活の対応 

重
点
領
域 

Ａ.製造技術革新による競争力強化 
   ～貿易立国としての我が国の国際競争力を強化し経済成長をリードする基盤 
・ IT 高度利用による生産性の飛躍的向上 

・ ﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰ技術による製造ﾌﾟﾛｾｽの変革 

・ 品質管理･安全･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術の高度化 

Ｂ.製造技術の新たな領域開拓 
   ～新たに中長期的な需要が見込まれる製造技術の領域 

・ 高付加価値製品技術 

マイクロ化：ﾏｲｸﾛﾏｼﾝ技術、ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ応用製造技術 

複合高機能化：知能ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ、ｵﾌﾟﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ、ﾊﾞｲｵｵﾌﾟﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 等 

・ 新規需要対応 

高齢社会対応医療･福祉機器、高精度評価機器等の基盤技術 

Ｃ.環境負荷最小化のための製造技術 
   ～今後の製造技術発展の基礎となる基本的事項 

・ 循環型社会形成に適応した生産ｼｽﾃﾑ 

・ 有害物質極小化技術 

・ 地球温暖化対策技術 

２．重点領域の達成目標 

Ａ．製造技術革新による競争力強化 

重点領域 重点領域における課題 ５年間の達成目標例 

A-1.IT 高度利用に

よる生産性の飛躍 

○ﾉｳﾊｳのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化によ

るＩＴと製造技術融合 

・言葉による技能のﾃﾞｰﾀ獲得法

体系化、加工･組立産業への普及 

的向上 ○CAD 等ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ指向高

度ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

・ﾌﾟﾛﾄｺﾙの統一化、３次元形状

の特徴自動抽出・入力媒体化 

A-2.ﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰ技術

による製造ﾌﾟﾛｾｽ 

○革新的ｼｰｽﾞによる効

率化・低ｺｽﾄ化 

・ﾌﾟﾛｾｽ変革に繋がるﾅﾉﾃｸ応用の

新規触媒の提案 

変革 ○ﾓｼﾞｭｰﾙ化、組合せ技術 

 

・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ等のﾏｲｸﾛﾓｼﾞｭｰﾙ化技

術の実用化見極め 
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A-3.品質管理・安

全・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術 

○ＩＴ高度利用による

管理技術 

・製造ﾉｳﾊｳのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化･普遍化に

よる生産管理技術の確立 

 ○自律制御、自己診断機

能をもったﾌﾟﾛｾｽ開発、

究極の無人化技術 

・人間の感覚的評価の定量化、

軟らかい制御技術による生産ｼｽ

ﾃﾑのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ提示 

Ｂ．製造技術の新たな領域開拓 

B-1.高付加価値製

品技術 

○マイクロ化 

 

・ﾏｲｸﾛﾏｼﾝ等による微細化追求、

可能性限界の実証 

 ○複合高機能化 

 

・生体・光機能等とｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽと

の複合機能技術のﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ提示 

B-2.新規需要開拓

技術 

○医療・福祉用機器製造

技術 

・医療・福祉用機器製造に関わ

る基盤技術・新ｼｽﾃﾑ技術確立 

 ○ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ対応技術 ・再生医療、機能性食品等の産

業化、製造技術の確立 

 ○知的基盤整備 

 

・高精度評価機器の実用化、材

料開発用等の基盤ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築 

Ｃ．環境負荷最小化技術 

C-1.循環型社会形

成適応生産ｼｽﾃﾑ 

○ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ

技術および総合化技術 

・循環型生産ｼｽﾃﾑ、環境負荷評

価法（主に環境分野で対応） 

・物質･ｴﾈﾙｷﾞｰ連関ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

 ○社会ｲﾝﾌﾗの機能向上 

 

・社会ｲﾝﾌﾗの疲労･腐食評価ｼｽﾃﾑ 

・産業横断総合ｲﾝﾌﾗ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

C-2.有害物質極小

化技術 

○製造工程、製品からの

有害物質極小化 

・環境負荷物質ﾌﾘｰ機能材料･製

造ﾌﾟﾛｾｽ技術の実用化 

 ○化学物質ﾘｽｸ削減技術 

 

・微量有害物質分析、無害化技

術確立（主に環境分野で対応） 

C-3.地球温暖化対

策技術 

○省ｴﾈﾙｷﾞｰ技術 

 

・低温排熱回収、ｴﾈﾙｷﾞｰｶｽｹｰﾄﾞ

利用（主にｴﾈﾙｷﾞｰ分野で対応） 

 ○新ｴﾈﾙｷﾞｰ技術 

 

・太陽電池、燃料電池、水素利

用（主にｴﾈﾙｷﾞｰ分野で対応） 

３．推進方策の基本的事項 
○ 人材の育成、独創性を発揮しうる環境整備 

○ 知識基盤、技術･ﾉｳﾊｳの蓄積 

○ 産学官連携時等における知的財産権の取り扱い 

○ 研究初期段階からの産学官の連携、役割分担 

○ 知的基盤の整備、標準化の推進 

○ ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ化等、新製品の市場参入支援策 

○ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを効果的に経済成長に繋げる政策検討 

○製造技術を取り巻く環境について検討し提言 



 


